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• 見
え
ざ
る
ユ
ダ
ヤ
人

・

イ
ス
ラ
エ
ル
の
〈
東
洋
〉

臼
杵

陽
著

評

稲者
賀
繁
美

平
凡
社
一
九
九
八
年

本
体
二

O
O
円

(
共
同
研
究
員
)

臼
杵
陽
と
い
う
研
究
者
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、

ひ
と
つ
の
衝
撃
だ
っ
た
。
ア
ラ
ビ
ア
語
へ
ブ
ラ
イ

語
を
き
ち
ん
と
こ
な
し
、
日
本
で
は
ま
っ
た
く
手

付
か
ず
に
等
し
か
っ
た
パ
レ
ス
テ
イ
ナ
/
イ
ス
ラ

エ
ル
現
代
史
研
究
の
成
果
を
、
英
語
で
も
自
在
に

活
字
に
す
る
能
力
の
持
ち
主
。
今
か
ら
二O
年
前

に
板
垣
雄
三
氏
が
し
き
り

4

と
嘆
い
て
お
ら
れ
た
、

こ
の
国
の
伝
統
的
な
歴
史
研
究
の
ゆ
ゆ
し
き
盲
点

を
補
う
適
任
者
が
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
現
れ
た
、

と
心
強
く
思
っ
た
の
は
、
今
か
ら
数
年
前
。
そ
し

て
、
そ
れ
か
ら
の
臼
杵
氏
の
活
躍
に
は
、
ま
こ
と

に
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
端
が
今
回

よ
う
や
く
、
一
般
の
読
者
に
も
容
易
に
入
手
で
き

る
か
た
ち
で
ま
と
め
ら
れ
た
。
鵜
飼
哲
氏
の
『
抵

抗
へ
の
招
待
』
、
『
償
い
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ

l

』
、
鈴

木
規
夫
氏
の
『
日
本
人
に
と
っ
て
イ
ス
ラl
ム
と

は
何
か
』
、
新
原
道
信
氏
の
『
ホ
モ
・
モ

1

ペ
ン
ス
』

な
ど
、
イ
ス
ラ
1

ム
・
地
中
海
世
界
研
究
で
も
、

五
0
年
代
後
半
に
生
を
受
け
た
世
代
が
ど
う
や
ら

活
動
の
盛
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
様
で
、
続
々
と
生

み
出
さ
れ
る
成
果
を
阻
唱
す
る
に
は
、
専
門
領
域

を
異
に
す
る
人
聞
に
は
、
あ
ま
り
に
持
ち
時
聞
が

足
ら
ず
、
ク
ロ
ノ
ス
を
恨
む
こ
と
し
き
り
。
よ
り

適
任
の
幾
多
の
専
門
家
を
差
し
置
い
て
本
書
の
評

者
を
務
め
る
な
ど
、
本
来
は
噴
飯
も
の
だ
が
、
ま
っ

た
く
偶
然
に
も
隣
席
同
士
で
乗
り
合
わ
せ
た
東
京

へ
の
新
幹
線
車
内
で
そ
の
見
本
刷
り
を
手
づ
か
ら

頂
戴
し
、
翌
日
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
飛
ぶ
機
内
で

拝
読
す
る
と
い
う
特
権
的
な
経
験
を
さ
せ
て
戴
い

た
手
前
、
門
外
漢
な
り
に
、
著
者
へ
の
感
謝
と
注

文
と
を
綴
っ
て
み
た
い
。
機
会
を
設
け
て
く
だ
さ
っ

た
本
誌
編
集
部
に
も
、
ま
ず
一
言
御
礼
申
し
上
げ

た
い
。

思
い
出
話
か
ら
始
め
る
の
も
恐
縮
な
が
ら
、
本

書
第
六
章
「
パ
イ
リ
ン
ガ
ル・
ハ
イ
フ
ア
」
は
拙

訳
で
フ
ラ
ン
ス
の
読
者
に
提
供
す
る
機
会
を
得
た
。

事
の
始
め
は
旧
友
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
作
家
、
ア
ブ

デ
ル
ワ
ッ
ハ
ブ
・
メ
ッ
デ
ブ
が
、
自
ら
創
刊
し
た

国
際
雑
誌
『
デ
ダ
ル
』
で
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
特
集
号

を
企
画
し
、
当
方
に
日
本
人
の
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
紀

行
で
何
か
適
当
な
も
の
は
な
い
か
、
と
打
診
し
て

き
た
に
あ
る
。
徳
富
藍
花
か
ら
遠
藤
周
作
、
小
川

国
夫
ほ
か
に
至
る
、
何
人
か
の
文
章
を
読
み
直
し

て
み
た
が
、
い
ず
れ
も
あ
ま
り
に
時
代
が
つ
き
過

ぎ
て
お
り
、
改
め
て
読
む
と
(
小
川
氏
は
別
と
し

て
も
)
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
紋
切
り
型
の
、
ア

ラ
ブ
人
蔑
視
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
救
い
難
い
偏

見
に
満
ち
あ
ふ
れ
で
い
て
、
到
底
提
案
で
き
る
代

29 

ゐ…B 

• 見
え
ざ
る
ユ
ダ
ヤ
人

・

イ
ス
ラ
エ
ル
の
〈
東
洋
〉

臼
杵

陽

著

評

稲者
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平
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本
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臼
杵
陽
と
い
う
研
究
者
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、

ひ
と
つ
の
衝
撃
だ
っ
た
。
ア
ラ
ビ
ア
語
へ
ブ
ラ
イ

語
を
き
ち
ん
と
こ
な
し
、
日
本
で
は
ま
っ
た
く
手

付
か
ず
に
等
し
か
っ
た
パ
レ
ス
テ
イ
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/
イ
ス
ラ

エ
ル
現
代
史
研
究
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成
果
を
、
英
語
で
も
自
在
に

活
字
に
す
る
能
力
の
持
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。
今
か
ら
二

O
年
前

に
板
垣
雄
三
氏
が
し
き
り
』
と
嘆
い
て
お
ら
れ
た
、

こ
の
国
の
伝
統
的
な
歴
史
研
究
の
ゆ
ゆ
し
き
盲
点

を
補
う
適
任
者
が
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
現
れ
た
、

と
心
強
く
思
っ
た
の
は
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今
か
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数
年
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。
そ
し

て
、
そ
れ
か
ら
の
臼
杵
氏
の
活
躍
に
は
、
ま
こ
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に
目
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ま
し
い
も
の
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あ
る
。
そ
の
一
端
が
今
回

よ
う
や
く
、
一
般
の
読
者
に
も
容
易
に
入
手
で
き

る
か
た
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哲
氏
の
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抵
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招
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』
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』、鈴

木
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夫
氏
の
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日
本
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て
イ
ス
ラ
l
ム
と

は
何
か
』
、
新
原
道
信
氏
の
『
ホ
モ
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モ
1
ペ
ン
ス
』

な
ど
、
イ
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ラ
1
ム
・
地
中
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世
界
研
究
で
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、

五
0
年
代
後
半
に
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を
受
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代
が
ど
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や
ら

活
動
の
盛
期
を
迎
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つ
つ
あ
る
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で
、
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と
生
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る
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果
を
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す
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に
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、
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門
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域
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家
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な
ど
、
本
来
は
噴
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も
の
だ
が
、
ま
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偶
然
に
も
隣
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同
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で
乗
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京
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の
新
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内
で
そ
の
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本
刷
り
を
手
づ
か
ら

頂
戴
し
、
翌
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た
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か
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の
も
恐
縮
な
が
ら
、
本

書
第
六
章
「
パ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
ハ
イ
フ
ア
」
は
拙

訳
で
フ
ラ
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ス
の
読
者
に
提
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す
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機
会
を
得
た
。

事
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は
旧
友
の
チ
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の
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、
ア
ブ

デ
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ッ
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・
メ
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が
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自
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国
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『
デ
ダ
ル
』
で
イ
ェ
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レ
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企
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し
、
当
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に
日
本
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の
イ
ェ
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サ
レ
ム
紀

行
で
何
か
適
当
な
も
の
は
な
い
か
、
と
打
診
し
て

き
た
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。
徳
富
草
花
か
ら
遠
藤
周
作
、
小
川

国
夫
ほ
か
に
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る
、
何
人
か
の
文
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を
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直
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、
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ず
れ
も
あ
ま
り
に
時
代
が
つ
き
過

ぎ
て
お
り
、
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は
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な
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と
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わ
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を
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救
い
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見
に
満
ち
あ
ふ
れ
で
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て
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到
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提
案
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き
る
代
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物
で
は
な
か
っ
た
。
本
来
な
ら
ば
日
本
で
エ
ド
ワ
ー

ド
・

W
・

サ
イ
l

ド
の
活
動
と
「
ほ
ぼ
軌
を
一
に

し
て
き
た
」
(
本
書
一
八
七
頁
)
板
垣
雄
三
氏
の
先

駆
的
な
業
績
(
『
石
の
叫
び
に
耳
を
澄
ま
す
』
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
)
か
ら
、
一
文
を
選
び
た
い
と

も
念
じ
た
。
だ
が
、
サ
イl
ド
の
著
作
な
ら
、
未

邦
訳
の
司
君
、
。s
s

ミ
.

b
礼
的
、
2
h
a
h
s
s同
様
、

時
事
的
発
言
の
集
成
た
る
本
書
か
ら
は
、
残
念
な

が
ら
メ
ッ
デ
ブ
の
今
回
の
企
画
に
当
て
は
ま
る
よ

う
な
テ
ク
ス
ト
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
板

垣
氏
の
存
在
を|
|

北
ア
フ
リ
カ
か
ら
イ
ラ
ン
に

至
る
ー
ー

ー
フ
ラ
ン
ス
語
圏
イ
ン
テ
リ
に
ア
ピ
ー

ル

す
る
せ
っ
かく
の
機
会
な
の
に
、
と
腕
胴
を
噛
ん
で

い
た
。

そ
ん
な
お
り
に
、
ふ
と
目
に
し
た
『
み
す
ず
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
が
、
臼
杵
氏
の
一
文
だ
っ

た
。

普
段
の
い
か
に
も日
本
の
歴
史
尚
子
会
仕
込
み

と
い
っ
た
、
時
に
晦
渋
か
つ
轄
諮
あ
る
こ
ち
た
き

論
文
調
と
は
ま
る
で
別
人
の
よ
う
な
、
そ
れ
は
伸

び
や
か
な
筆
致
で
、
テ
ル
・
ア
ヴ
イ
ヴ
か
ら
ハ
イ

フ
ア
に
至
る
パ
ス
車
内
の
情
景
が
活
写
さ
れ
て
い

る
。
休
暇
か
ら
任
地
に
も
ど
る
車
中
で
銃
を
膝
に

眠
り
込
む
少
年
兵
や
、
キ
リ
ル
文
字
の
読書
に
ふ

け
る
、
最
近
の
ロ
シ
ア
か
ら
の
移
民
ら
し
い
婦
人

の
件
ま
い。

そ
ん
な
細
部
を
的
確
に
浮
き
彫
り
に

す
る
観
察
の
裏
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
の
現
在

へ
の
、
著
者
の
類
い
希
な
眼
差
し
が
し
か
と
透
視

さ
れ
、
あ
た
り
の
情
景
は
、
ま
る
で
映
画
で
も
見

る
よ
う
な
鮮
や
か
さ
で
、
本
題
へ
と
吸
い
込
ま
れ

て
ゆ
く

。
こ
れ
だ
、
と
い
っ
た
直
観
的
な
確
信
と

と
も
に
、
門
外
漢
の
蛮
勇
と
で
も
い
う
の
か
、
熱

中
し
て
一
晩
で
仏
訳
し
て
し
ま
っ
た
の
も
、
思
い

返
し
て
な
つ
か
し
い
記
憶
で
あ
る
(
匂
ミ

b
p
z。
・ω
-
P

H
S
∞
掲
載
)
。

ち
な
み
に
も
う
四
O
O
号
を
越
え
た
と
い
う
『
み

す
ず
』
掲
載
の
論
文
で
、
エ
ド
ワー
ド
・
サ
イ
l

ド
の
論
文
を
始
め
、
あ
れ
だ
け
の
量
と
質
の
外
国

語
論
文
が
和
訳
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
反
対
に
同
誌

掲
載
の
和
文
が
横
文
字
に
な
っ
た
の
は
、
な
ん
と

今
回
が
初
め
て
と
の
こ
と
。
い
さ
さ
か
山
崎
正
和

的
発
言
だ
が
、
敗
戦
後
五0
年
間
に
及
ぶ
こ
の
国

の
文
化
輸
入
超
過
と
発
言
下
手
と
が
、
い
か
に
病

的
な
状
況
を
呈
し
て
い
た
か
を
期
せ
ず
し
て
知
ら

さ
れ
て
樗
然
と
し
た
こ
と
も
、
せ
っ
か
く
の
機
会

だ
か
ら
書
き
付
け
て
お
こ
う。

そ
し
て
こ
れ
も
蛇

足
だ
が
、
『
デ
ダ
ル
』
誌
の
一
|
二
号
に
は
、
サ
ル

マ
ン
・

ラ
シ
ュ
デ
イ
の
『
悪
魔
の
詩
』
の
訳
者
に

し
て
、
お
そ
ら
く

は
そ
れ
ゆ
え
に
殺
害
さ
れ
た
が

ひ
と
し

迷
宮
入
り
の
運
命
を
辿
っ
た
五
十
嵐
一
の
人
と
学

問
を
分
析
し
た
拙
文
(
こ
れ
に
は
ラ
シ
ュ
デ
イ
本

人
か
ら
も
反
応
が
あ
っ
た
)
、
ま
た
玉

|

六
号
の
「
ポ

ス
ト
|

コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
」
特
集
に
は
、
エ
ド
ウ

ア
i

ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
な
ど
カ
リ
ブ・ク
レ
オ
ー

ル
の
騎
手
や
亡
命
イ
ラ
ン
人
ダ
リ
ュl
シ
・
シ
ャ

エ
ガ
ン
、
フ
ァ
ン
・
ゴ
イ
テ
イ
ソl
ロ
な
ど
、
今

日
の
世
界
で
も
っ
と
も
鮮
烈
な
航
跡
を
描
い
て
い

る
知
的
闘
士
た
ち
に
立
ち
交
じ
り
、
西
谷
修
、
鵜

飼
哲
の
両
氏
も
寄
稿
し
て
お
ら
れ
、
国
際
舞
台
に

お
け
る
日
本
国
籍
所
有
知
識
人
た
ち
の
、
最
低
限

の
責
務
分
担
に
貢
献
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
も
付
記

し
て
お
き
た
い
。

い
う
ま
で
も
な
く

、
臼
杵
氏
の

業
績
も
、
こ
う
し
た責
任
感
あ
る
発
言
に
伍
し
て
、

こ
の
国
の
国
内
市
場
消
費
を
越
え
た
次
元
で
評
価

さ
れ
る
だ
け
の
射
程
を
、
十
二
分
に
秘
め
て
い
る

。

30 

物
で
は
な
か
っ
た
。
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ワ
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さ
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の
一
文
だ
っ

た
。
普
段
の
い
か
に
も
日
本
の
歴
史
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会
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、
時
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こ
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論
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人
の
よ
う
な
、
そ
れ
は
伸

び
や
か
な
筆
致
で
、
テ
ル
・
ア
ヴ
イ
ヴ
か
ら
ハ
イ

フ
ア
に
至
る
パ
ス
車
内
の
情
景
が
活
写
さ
れ
て
い

る
。
休
暇
か
ら
任
地
に
も
ど
る
車
中
で
銃
を
膝
に

眠
り
込
む
少
年
兵
や
、
キ
リ
ル
文
字
の
読
書
に
ふ

け
る
、
最
近
の
ロ
シ
ア
か
ら
の
移
民
ら
し
い
婦
人

の
件
ま
い
。
そ
ん
な
細
部
を
的
確
に
浮
き
彫
り
に

す
る
観
察
の
裏
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
の
現
在

へ
の
、
著
者
の
類
い
希
な
眼
差
し
が
し
か
と
透
視

さ
れ
、
あ
た
り
の
情
景
は
、
ま
る
で
映
画
で
も
見

る
よ
う
な
鮮
や
か
さ
で
、
本
題
へ
と
吸
い
込
ま
れ

て
ゆ
く
。
こ
れ
だ
、
と
い
っ
た
直
観
的
な
確
信
と

と
も
に
、
門
外
漢
の
蛮
勇
と
で
も
い
う
の
か
、
熱

中
し
て
一
晩
で
仏
訳
し
て
し
ま
っ
た
の
も
、
思
い

返
し
て
な
つ
か
し
い
記
憶
で
あ
る
(
匂
た
b
R
Z
0
・ω
-
P

】
志
∞
掲
載
)
。

ち
な
み
に
も
う
四

O
O号
を
越
え
た
と
い
う
『
み

す
ず
』
掲
載
の
論
文
で
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
l

ド
の
論
文
を
始
め
、
あ
れ
だ
け
の
量
と
質
の
外
国

語
論
文
が
和
訳
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
反
対
に
同
誌

掲
載
の
和
文
が
横
文
字
に
な
っ
た
の
は
、
な
ん
と

今
回
が
初
め
て
と
の
こ
と
。
い
さ
さ
か
山
崎
正
和

的
発
言
だ
が
、
敗
戦
後
五

0
年
間
に
及
ぶ
こ
の
国

の
文
化
輸
入
超
過
と
発
言
下
手
と
が
、
い
か
に
病

的
な
状
況
を
呈
し
て
い
た
か
を
期
せ
ず
し
て
知
ら

さ
れ
て
樗
然
と
し
た
こ
と
も
、
せ
っ
か
く
の
機
会

だ
か
ら
書
き
付
け
て
お
こ
う
。
そ
し
て
こ
れ
も
蛇

足
だ
が
、
『
デ
ダ
ル
』
誌
の
一
|
二
号
に
は
、
サ
ル

マ
ン
・
ラ
シ
ュ
デ
イ
の
『
悪
魔
の
詩
』
の
訳
者
に

し
て
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
ゆ
え
に
殺
害
さ
れ
た
が

ひ
と
し

迷
宮
入
り
の
運
命
を
辿
っ
た
五
十
嵐
一
の
人
と
学

問
を
分
析
し
た
拙
文
(
こ
れ
に
は
ラ
シ
ュ
デ
ィ
本

人
か
ら
も
反
応
が
あ
っ
た
)
、
ま
た
玉
|
六
号
の
「
ポ

ス
ト
|
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
」
特
集
に
は
、
エ
ド
ウ

ア
i
ル
・
グ
リ
ッ
サ
ン
な
ど
カ
リ
ブ
・
ク
レ
オ
ー

ル
の
騎
手
や
亡
命
イ
ラ
ン
人
ダ
リ
ュ

i
シ
・
シ
ャ

エ
ガ
ン
、
フ
ァ
ン
・
ゴ
イ
テ
イ
ソ
l
ロ
な
ど
、
今

日
の
世
界
で
も
っ
と
も
鮮
烈
な
航
跡
を
描
い
て
い

る
知
的
闘
士
た
ち
に
立
ち
交
じ
り
、
西
谷
修
、
鵜

飼
哲
の
両
氏
も
寄
稿
し
て
お
ら
れ
、
国
際
舞
台
に

お
け
る
日
本
国
籍
所
有
知
識
人
た
ち
の
、
最
低
限

の
責
務
分
担
に
貢
献
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
も
付
記

し
て
お
き
た
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
臼
杵
氏
の

業
績
も
、
こ
う
し
た
責
任
感
あ
る
発
言
に
伍
し
て
、

こ
の
国
の
国
内
市
場
消
費
を
越
え
た
次
元
で
評
価

さ
れ
る
だ
け
の
射
程
を
、
十
二
分
に
秘
め
て
い
る
。
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本
書
の
功
績
は
多
々
あ
る
が
、
ま
ず
第
一
に
指

摘
す
べ
き
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
、

と
い
う
い
わ
ば
当
然
な
認
識
を
、
イ
ス
ラ
エ
ル
社

会
の
か
か
え
る
歴
史
的
か
つ
今
日
的
な
具
体
的
問

題
に
即
し
て
、
現
場
に
参
画
し
た
有
能
な
る
観
察

者
な
ら
で
は
の
目
で
も
っ
て
縦
横
に
解
析
し
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
欧
米
系
ユ
ダ
ヤ
人
た
る
ア
シ
ユ

ケ
ナ
ジ
l

ム
、
元
来
は
ス
ペ
イ
ン
か
ら
追
放
さ
れ

た
ユ
ダ
ヤ
人
の
末
青
を
意
味
す
る
ス
フ
ア
ラ
デ
ィ
l

ム
、
さ
ら
に
は
場
合
に
よ
っ
て
は
ス
フ
ア
ラ
デ
イ

l

ム
と
混
同
さ
れ
る
H

東
方
出
身
H

の
ミ
ズ
ラ
ヒ
l

ム
。
そ
う
し
た
出
身
地
の
違
い
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
内
部
で
の
階
層
格
差
と
ユ
ダ
ヤ

人
同
士
で
の
南
北
問
題
と
も
言
う
べ
き
エ
ス
ニ
ツ

臼
杵
陽
(
う
す
き
あ
き
ら
)

日
年
大
分
県
生
ま
れ

仰
山
年
東
京
大
学
大
学
院
国
際
関
係
論
博
士
課
程
単
位
取

得在
ヨ
ル
ダ
ン
日
本
大
使
館
専
門
調
査
員
、
佐
賀
大

学
講
師
、
同
助
教
授
、
エ
ル
サ
レ
ム
・
へ
プ
ラ
イ

大
学
ト
ル

l

マ
ン
平
和
研
究
所
お
よ
び
ベ
ン
・
ツ

ヴ
イ
研
究
所
客
員
研
究
員
を
経
て

国
立
民
族
学
博
物
館
地
域
研
究
企
画
交
涜
セ
ン
タ
ー

附
明
品
玖
訟
は

『
寸
イ
ス
ラ
ム
原
理
主

義
」
と
は
何
か
』
な
ど

ク
対
立
を
形
作
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
さ
ら
に
は
ア

ラ
ビ
ア
語
を
母
語
と
し
て
き
た
イ
ラ
ク
系
の
ユ
ダ

ヤ
人
と
か
、
逆
に
へ
ブ
ラ
イ
語
を
も
母
国
語
と
し

て
育
っ
た
ア
ラ
ブ
人
イ
ス
ラ
エ
ル
国
籍
取
得
者
と

い
っ
た
複
雑
な
存
在
が
錯
綜
す
る

。

現
代
イ
ス
ラ

エ
ル
社
会
の
そ
う
し
た
基
礎
的
事
実
ひ
と
つ
、
マ

ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
カ
ヴ
ァ
l
(
報
道
/
隠
蔽
)
さ

れ
た
情
報
か
ら
は
、
容
易
に
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

イ
ス
ラ
エ
ル
固
有
航
空
が
安
息
日
に
も
飛
行
業
務

を
す
る
こ
と
に
宗
教
的
理
由
か
ら
異
議
を
唱
え
る

ハ
レ
デ
ィ
ー
ム
(
超
正
統
派
)
な
ら
ず
と
も
、
土

曜
日
に
は
ほ
ぼ
完
全
に
機
能
停
止
に
陥
る
こ
の
国

で
、
実
は
(
礼
拝
日
の
異
な
る
)
ア
ラ
ブ
人
た
ち

が
、
安
息
日
の
日
常
を
裏
で
支
え
て
い
る
、
と
い
っ

た
仕
組
み
す
ら
、
現
地
を
知
ら
な
い
者
に
は
見
え

現
在

共
著

書

て
こ
な
い
。
ま
し
て
や
、
社
会
主
義
思
想
を
背
景

と
し
た
労
働
シ
オ
ニ
ズ
ム
が
、
ハ
レ
デ
ィ
ー
ム
の

ユ
ダ
ヤ
主
義
と
は
実
は
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い

る
、
と
い
っ
た
基
本
的
認
識
す
ら
、
日
本
と
い
う

環
境
に
あ
っ
て
は
、
ほ
ぼ
ま
っ
たく
理
解
の
彼
方

に
止
ま
っ
て
い
る。

イ
ス
ラ
エ
ル
・
ユ
ダ
ヤ
入
社
会
の
底
辺
に
位
置

す
る
モ
ロ
ツ
コ
系
移
民
の
も
た
ら
し
た
ミ
ム
ナ
!

の
祭
り
の
民
族
学
的/
政
治
学
的
読
解
。
ま
た
一

九
五
O
年
の
イ
ラ
ク
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
国
籍
剥
奪
法

施
行
に
と
も
な
い
イ
ス
ラ
エ
ル
に
移
住
し
た
一
O

万
人
を
越
え
る
イ
ラ
ク
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
ひ
と
り
だ
っ

た
移
民
少
年
が
、
キ
ブl
ツ
で
西
欧
的
価
値
観
に

直
面
し
て
感
じ
た
疎
外
感
を
作
品
化
し
た
エ
リ

1

・

ア
ミ
l

ル
の
小
説
『
熔
祭
の
鶏
』

。

こ
れ
ら
を
枕
に
、

「
見
え
ざ
る
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
し
て
抹
消
さ
れ
て
き
た

に
等
し
い
東
方
ユ
ダ
ヤ
人
〔
ミ
ズ
ラ
ヒ1
ム
〕
の

存
在
を
照
射
す
る
考
察。
さ
ら
に
民
族
と
し
て
の

ユ
ダ
ヤ
人
と
信
仰
集
団
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と

の
違
い
の
背
景
と
し
て
、
イ
ス
ラl
ム
社
会
で
庇

護
の
対
象
だ
っ
た
「
啓
典
の
民
」
た
る
ユ
ダ
ヤ
教

徒
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
起
源
の
反
セ
ム
主
義
に
よ
り
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本
書
の
功
績
は
多
々
あ
る
が
、
ま
ず
第
一
に
指

摘
す
べ
き
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
、

と
い
う
い
わ
ば
当
然
な
認
識
を
、
イ
ス
ラ
エ
ル
社

会
の
か
か
え
る
歴
史
的
か
つ
今
日
的
な
具
体
的
問

題
に
即
し
て
、
現
場
に
参
画
し
た
有
能
な
る
観
察

者
な
ら
で
は
の
目
で
も
っ
て
縦
横
に
解
析
し
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
欧
米
系
ユ
ダ
ヤ
人
た
る
ア
シ
ユ

ケ
ナ
ジ
l
ム
、
元
来
は
ス
ペ
イ
ン
か
ら
追
放
さ
れ

た
ユ
ダ
ヤ
人
の
末
育
を
意
味
す
る
ス
フ
ア
ラ
デ
ィ
l

ム
、
さ
ら
に
は
場
合
に
よ
っ
て
は
ス
フ
ア
ラ
デ
イ
l

ム
と
混
同
さ
れ
る
H

東
方
出
身
H

の
ミ
ズ
ラ
ヒ

l

ム
。
そ
う
し
た
出
身
地
の
違
い
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
内
部
で
の
階
層
格
差
と
ユ
ダ
ヤ

人
同
士
で
の
南
北
問
題
と
も
言
う
べ
き
エ
ス
ニ
ツ

臼
杵
陽
(
う
す
き
あ
き
ら
)

日
年
大
分
県
生
ま
れ

抑
制
年
東
京
大
学
大
学
院
国
際
関
係
論
博
士
課
程
単
位
取

得在
ヨ
ル
ダ
ン
日
本
大
使
館
専
門
調
査
員
、
佐
賀
大

学
講
師
、
同
助
教
授
、
エ
ル
サ
レ
ム

・
へ
プ
ラ
イ

大
学
ト
ル
l
マ
ン
平
和
研
究
所
お
よ
び
ベ
ン

・
ツ

ヴ
イ
研
究
所
客
員
研
究
員
を
経
て

国
立
民
族
学
博
物
館
地
域
研
究
企
画
交
疏
セ
ン
タ
ー

助
教
授

『
「
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
」
と
は
何
か
』
な
ど

ク
対
立
を
形
作
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
さ
ら
に
は
ア

ラ
ビ
ア
語
を
母
語
と
し
て
き
た
イ
ラ
ク
系
の
ユ
ダ

ヤ
人
と
か
、
逆
に
へ
ブ
ラ
イ
語
を
も
母
国
語
と
し

て
育
っ
た
ア
ラ
ブ
人
イ
ス
ラ
エ
ル
国
籍
取
得
者
と

い
っ
た
複
雑
な
存
在
が
錯
綜
す
る
。
現
代
イ
ス
ラ

エ
ル
社
会
の
そ
う
し
た
基
礎
的
事
実
ひ
と
つ
、
マ

ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
カ
ヴ
ァ
!
(
報
道
/
隠
蔽
)
さ

れ
た
情
報
か
ら
は
、
容
易
に
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

イ
ス
ラ
エ
ル
固
有
航
空
が
安
息
日
に
も
飛
行
業
務

を
す
る
こ
と
に
宗
教
的
理
由
か
ら
異
議
を
唱
え
る

ハ
レ
デ
ィ
ー
ム
(
超
正
統
派
)
な
ら
ず
と
も
、
土

曜
日
に
は
ほ
ぼ
完
全
に
機
能
停
止
に
陥
る
こ
の
国

で
、
実
は
(
礼
拝
日
の
異
な
る
)
ア
ラ
ブ
人
た
ち

が
、
安
息
日
の
日
常
を
裏
で
支
え
て
い
る
、
と
い
っ

た
仕
組
み
す
ら
、
現
地
を
知
ら
な
い
者
に
は
見
え

現
在

共
著
書

て
こ
な
い
。
ま
し
て
や
、
社
会
主
義
思
想
を
背
景

と
し
た
労
働
シ
オ
ニ
ズ
ム
が
、
ハ
レ
デ
ィ
ー
ム
の

ユ
ダ
ヤ
主
義
と
は
実
は
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い

る
、
と
い
っ
た
基
本
的
認
識
す
ら
、
日
本
と
い
う

環
境
に
あ
っ
て
は
、
ほ
ぼ
ま
っ
た
く
理
解
の
彼
方

に
止
ま
っ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
・

ユ
ダ
ヤ
入
社
会
の
底
辺
に
位
置

す
る
モ
ロ
ツ
コ
系
移
民
の
も
た
ら
し
た
ミ
ム
ナ
l

の
祭
り
の
民
族
学
的
/
政
治
学
的
読
解
。
ま
た
一

九
五

O
年
の
イ
ラ
ク
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
国
籍
剥
奪
法

施
行
に
と
も
な
い
イ
ス
ラ
エ
ル
に
移
住
し
た
一

O

万
人
を
越
え
る
イ
ラ
ク
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
ひ
と
り
だ
っ

た
移
民
少
年
が
、
キ
ブ
l
ツ
で
西
欧
的
価
値
観
に

直
面
し
て
感
じ
た
疎
外
感
を
作
品
化
し
た
エ
リ
l
・

ア
ミ
l
ル
の
小
説
『
矯
祭
の
鶏
』
。
こ
れ
ら
を
枕
に
、

「
見
え
ざ
る
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
し
て
抹
消
さ
れ
て
き
た

に
等
し
い
東
方
ユ
ダ
ヤ
人

〔ミ
ズ
ラ
ヒ

l
ム
〕
の

存
在
を
照
射
す
る
考
察
。
さ
ら
に
民
族
と
し
て
の

ユ
ダ
ヤ
人
と
信
仰
集
団
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と

の
違
い
の
背
景
と
し
て
、
イ
ス
ラ
l
ム
社
会
で
庇

護
の
対
象
だ
っ
た

「啓
典
の
民
」
た
る
ユ
ダ
ヤ
教

徒
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
起
源
の
反
セ
ム
主
義
に
よ
り
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ハ/v'v'v'v'v'v"v、ハ""'-ハ~、ハ.r..rV'V"V、ハ.rv、ハ~、ハ./'vv'v'vv'v'v、ハ小

H

人
種
H
と
し
て
差
別
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
(
北
シ
オ

ニ
ス
ト
)
と
、
と
い
う
把
握
の
ず
れ
を
透
視
す
る

議
論
。
そ
し
て
こ
う
し
た
土
俵
の
う
え
で
、
例
え

ば
一
九
世
紀
末
の
イ
エ
メ
ン
系
の
第
一
次
ユ
ダ
ヤ

人
移
民
の
存
在
そ
の
も
の
が
ー
ー
そ
の
資
本
主
義

的
入
植
の
た
め
か
ー
ー
ー
、
従
来
の
社
会
主
義
的
労

働
シ
オ
ニ
ズ
ム
政
権
下
で
は
事
実
上
黙
殺
さ
れ
て

き
た
の
に
、
一
九
七
七
年
に
リ
ク
l

ド
が
政
権
を

と
り
民
営
化
路
線
に
転
換
す
る
や
、
再
認
識
の
対

象
と
し
て
浮
上
し
た
例
な
ど
、
イ
シ
ュl
ヴ
(
パ

レ
ス
テ
イ
ナ
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
)
形
成
史
の
歴

史
記
述
を
め
ぐ
る
闘
争
そ
の
も
の
の
背
後
に
潜
む

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
き
明
か
さ
れ
る
。

一
一
一

こ
の
よ
う
に
第
一
部
で
は
、
も
と
よ
り
単
線
の

年
譜
に
よ
る
一
国
史
記
述
に
は
収
ま
ら
な
い
移
民

国
家
形
成
過
程
の
複
雑
な
経
緯
が
高
密
度
で
提
示

さ
れ
る
(
時
に
は
や
や
圧
縮
し
す
ぎ
で
一
読
で
は

事
態
を
掴
み
か
ね
な
い
箇
所
も
あ
る
が
)
。
第
二
部

で
は
い
わ
ば
こ
の
舞
台
の
う
え
で
、
よ
り
具
体
的

な
ケ
1

ス
を
介
し
て
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
/
イ
ス
ラ

ぽ、

\, 

エ
ル
二
重
構
造
社
会
が
抱
え
る
痛
み
が
扶
出
さ
れ

て
ゆ
く
。
ア
ラ
ブ
・
へ
ブ
ラ
イ
二
言
語
状
況
の
狭

間
で
表
現
を
模
索
す
る
サ
ミl

・
ミ
ハ
エ
ル
、
エ

ミ
l

ル
・
ハ
ピl
ピ
!
と
い
っ
た
作
家
た
ち。
結

婚
が
各
々
の
宗
教
ご
と
の
宗
教
裁
判
所
の
管
轄
で

あ
る
た
め
、
異
な
っ
た
宗
教
間
の
婚
礼
が
国
内
で

は
不
可
能
な
状
況
下
で
、
そ
う
し
たH
雑
婚
H
か

ら
イ
ス
ラ
エ
ル
に
生
ま
れ
落
ち
た
子
供
の
帰
属
問

題
。
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
成
立
と
裏
腹
に
土
地
を
奪

わ
れ
た
先
住
民
棄
民
と
し
て
の
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
難

民
問
題
と
、
そ
の
陰
に
見落
と
さ
れ
る
へ
ブ
ラ
イ

語
を
母
国
語
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
国
籍
を
持
つ
ア

ラ
ブ
人
、
あ
る
い
は
ア
ラ
ブ
系
イ
ス
ラ
エ
ル
人
。

パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
・
ア
ラ
ブ
の
出
自
と
イ
ス
ラ
エ
ル

国
籍
H
H

市
民
権
と
の
、
自
己
矛
盾
に
満
ち
た
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
危
機
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
言
葉
で
あ

る
と
同
時
に
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
の
公
用
語
で
も
あ

る
へ
ブ
ラ
イ
語
の
二
重
性
。
矛
盾
を
解
決
す
べ
く

論
理
を
手
繰
っ
て
も
、
そ
の
末
に
見
え
て
く
る
の

は
、
ユ
ダ
ヤ
人
性
の
拒
絶
と
し
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル

市
民
権
、
と
い
う
倒
錯
で
し
か
あ
り
え
な
い:

こ
う
し
た
運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
人
々
の
突
き
詰

め
た
群
像
。
と
り
わ
け
初
出
時
に
一
読
し
て
感
心

し
た
の
は
、
ま
ず
、
こ
う
し
た
泥
沼
の
よ
う
な
錯

綜
と
乳
擦
を
明
快
に
整
理
で
き
る
著
者
な
ら
で
は

の
車
越
し
た
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・W
・
サ
イi
ド
論
。

《W
》
の
背
後
に
潜
む
ワ
デ
ィ
l
/
ウ
ィ
リ
ア
ム

の
二
重
性
に
は
、
在
エ
ジ
プ
トH
買
弁
H
商
人
か

ら
北
米
合
州
国
市
民
へ
と
変
身
し
、
や
が
て
埋
葬

さ
れ
る
べ
き
故
郷
か
ら
も
拒
絶
さ
れ
る
彼
の
父
の

H

よ
そ
者
性
H
が
凝
縮
さ
れ
る
。
ま
た
、
仮
に
実
際

パ
レ
ス
テ
イ
ナ
国
家
が
建
設
さ
れ
れ
ば|
|
イ
ス

ラ
エ
ル
建
国
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
あ
の
難
民

と
し
て
の
|
|
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
人
も
消
滅
す
る
道

理
だ
と
し
て
、
離
散
と
亡
命
へ
の
覚
悟
を
語
る
フ
ア

ワ
l

ズ
・
ト
ゥ
ル
キl
の
痛
切
な
言
葉
。
悲
願
の

実
現
が
幻
滅
と
裏
腹
な
こ
の
極
限
状
況
は
、
生
地

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
を
去
っ
て
祖
国
で
あ
る
は
ず

の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
H

戻
り
H
な
が
ら
、
地
中
海
メ

ト
ロ
ポ
リ
ス
へ
の
憧
憶
を
語
っ
て
止
ま
ぬ
、
ジ
ヤ
ツ

ク
リ

ー
ン
・
カ
ハ
ノ
フ
(
一
九
一
七ー
一
九
七
九
)
、

エ
ジ
プ
ト
か
ら
追
放
さ
れ
て
パ
リ
に
共
産
主
義
者

と
し
て
客
死
し
た
、
ア
ン
リ
・
ク
リ
エ
ル
(
一
九

一
四
ー
一
九
七
八
)
の
肖
像
へ
と
語
り
継
が
れ
る
。
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H

人
種
H

と
し
て
差
別
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
(
北
シ
オ

ニ
ス
ト
)
と
、
と
い
う
把
握
の
ず
れ
を
透
視
す
る

議
論
。
そ
し
て
こ
う
し
た
土
俵
の
う
え
で
、
例
え

ば
一
九
世
紀
末
の
イ
エ
メ
ン
系
の
第
一
次
ユ
ダ
ヤ

人
移
民
の
存
在
そ
の
も
の
が
ー
ー
そ
の
資
本
主
義

的
入
植
の
た
め
か
|
|
、
従
来
の
社
会
主
義
的
労

働
シ
オ
ニ
ズ
ム
政
権
下
で
は
事
実
上
黙
殺
さ
れ
て

き
た
の
に
、
一
九
七
七
年
に
リ
ク
l
ド
が
政
権
を

と
り
民
営
化
路
線
に
転
換
す
る
や
、
再
認
識
の
対

象
と
し
て
浮
上
し
た
例
な
ど
、
イ
シ
ュ

l
グ
(
パ

レ
ス
テ
イ
ナ
で
の
ユ
ダ
ヤ
入
社
会
)
形
成
史
の
歴

史
記
述
を
め
ぐ
る
闘
争
そ
の
も
の
の
背
後
に
潜
む

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
き
明
か
さ
れ
る
。

一一
一
こ
の
よ
う
に
第
一
部
で
は
、
も
と
よ
り
単
線
の

年
譜
に
よ
る
一
国
史
記
述
に
は
収
ま
ら
な
い
移
民

国
家
形
成
過
程
の
複
雑
な
経
緯
が
高
密
度
で
提
示

さ
れ
る
(
時
に
は
や
や
圧
縮
し
す
ぎ
で
一
読
で
は

事
態
を
掴
み
か
ね
な
い
箇
所
も
あ
る
が
)
。
第
二
部

で
は
い
わ
ば
こ
の
舞
台
の
う
え
で
、
よ
り
具
体
的

な
ケ
l
メ
を
介
し
て
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
/
イ
ス
ラ

エ
ル
二
重
構
造
社
会
が
抱
え
る
痛
み
が
扶
出
さ
れ

て
ゆ
く
。
ア
ラ
ブ

・
へ
ブ
ラ
イ
二
言
語
状
況
の
狭

間
で
表
現
を
模
索
す
る
サ
ミ
l
・
ミ
ハ
エ
ル
、
エ

ミ
l
ル
・
ハ
ピ

l
ピ
!
と
い
っ
た
作
家
た
ち
。
結

婚
が
各
々
の
宗
教
ご
と
の
宗
教
裁
判
所
の
管
轄
で

あ
る
た
め
、
異
な
っ
た
宗
教
間
の
婚
礼
が
圏
内
で

は
不
可
能
な
状
況
下
で
、
そ
う
し
た
H

雑
婚
H

か

ら
イ
ス
ラ
エ
ル
に
生
ま
れ
落
ち
た
子
供
の
帰
属
問

題
。
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
成
立
と
裏
腹
に
土
地
を
奪

わ
れ
た
先
住
民
棄
民
と
し
て
の
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
難

民
問
題
と
、
そ
の
陰
に
見
落
と
さ
れ
る
へ
ブ
ラ
イ

語
を
母
国
語
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
国
籍
を
持
つ
ア

ラ
ブ
人
、
あ
る
い
は
ア
ラ
ブ
系
イ
ス
ラ
エ
ル
人
。

パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
・
ア
ラ
ブ
の
出
自
と
イ
ス
ラ
エ
ル

国
籍
H
H
市
民
権
と
の
、
自
己
矛
盾
に
満
ち
た
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
危
機
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
言
葉
で
あ

る
と
同
時
に
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
の
公
用
語
で
も
あ

る
へ
ブ
ラ
イ
語
の
二
重
性
。
矛
盾
を
解
決
す
ベ
く

論
理
を
手
繰
っ
て
も
、
そ
の
末
に
見
え
て
く
る
の

は
、
ユ
ダ
ヤ
人
性
の
拒
絶
と
し
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル

市
民
権
、
と
い
う
倒
錯
で
し
か
あ
り
え
な
い

こ
う
し
た
運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
人
々
の
突
き
詰

め
た
群
像
。
と
り
わ
け
初
出
時
に
一
読
し
て
感
心

し
た
の
は
、
ま
ず
、
こ
う
し
た
泥
沼
の
よ
う
な
錯

綜
と
軌
撲
を
明
快
に
整
理
で
き
る
著
者
な
ら
で
は

の
車
越
し
た
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・

W
・
サ
イ
l
ド
論
。

《

W
》
の
背
後
に
潜
む
ワ
デ
ィ
l

/
ウ
ィ
リ
ア
ム

の
二
重
性
に
は
、
在
エ
ジ
プ
ト
H

買
弁
H

商
人
か

ら
北
米
合
州
国
市
民
へ
と
変
身
し
、
や
が
て
埋
葬

さ
れ
る
べ
き
故
郷
か
ら
も
拒
絶
さ
れ
る
彼
の
父
の

H

よ
そ
者
性
H

が
凝
縮
さ
れ
る
。
ま
た
、
仮
に
実
際

パ
レ
ス
テ
イ
ナ
国
家
が
建
設
さ
れ
れ
ば
|
|
イ
ス

ラ
エ
ル
建
国
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
あ
の
難
民

と
し
て
の
|
|
パ
レ
ス
テ
イ
ナ
人
も
消
滅
す
る
道

理
だ
と
し
て
、
離
散
と
亡
命
へ
の
覚
悟
を
語
る
フ
ア

ワ
l
ズ
・
ト
ゥ
ル
キ
!
の
痛
切
な
言
葉
。
悲
願
の

実
現
が
幻
滅
と
裏
腹
な
こ
の
極
限
状
況
は
、
生
地

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
を
去
っ
て
祖
国
で
あ
る
は
ず

の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
H

戻
り
H

な
が
ら
、
地
中
海
メ

ト
ロ
ポ
リ
ス
へ
の
憧
憶
を
語
っ
て
止
ま
ぬ
、
ジ
ヤ
ツ

ク
リ
ー
ン
・
カ
ハ
ノ
フ
(
一
九
一
七
ー
一
九
七
九
)
、

エ
ジ
プ
ト
か
ら
追
放
さ
れ
て
パ
リ
に
共
産
主
義
者

と
し
て
客
死
し
た
、
ア
ン
リ
・
ク
リ
エ
ル
(
一
九

一
四
|
一
九
七
八
)
の
肖
像
へ
と
語
り
継
が
れ
る
。
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そ
ん
な
矢
先
、
著
者
は
旅
先
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
で
、
一
九
九
五
年
一
一
月
四
日
、
イ
ツ
ハ
ク

・

ラ
ピ
ン
首
相
暗
殺
の
報
に
接
す
る
。

当
初
は
イ
ス
ラi
ム
H

過
激
派
H

の
犯
行
か
と

も
懸
念
さ
れ
た
暗
殺
の
実
行
犯
は
、
実
は
イ
ガ
ー

ル
・

ア
ミ
l

ル
と
い
う
イ
エ
メ
ン
系
ユ
ダ
ヤ
教
徒

の
青
年
だ
っ
た
。
平
和
に
殉
じ
た
戦
士
の
死
を
悼

む
欧
米
諸
国
と
、
敵
方
の
首
相
兼
国
防
相
の
死
を

歓
喜
を
も
っ
て
迎
え
る
ア
ラ
ブ
側
と
の
落
差
を
演

出
す
る
C
N
N
報
道
。
そ
れ
を
し
か
と
見
極
め
た

う
え
で
、
著
者
は
あ
く
ま
で
冷
徹
に
指
摘
す
る
。

ユ
ダ
ヤ
宗
教
法
〔
ハ
ラ
ハl
〕
の
名
に
お
い
て
、

イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
の
首
相
を
裏
切
り
者
〔モ
セ
ー

ル
〕
と
し
て
死
刑
執
行
す
る
よ
う
なH
敬
度
H
な

ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
、
イ
エ
メ
ン
出
身
者
の
、
し
か
も

パ
l

ル
・
イ
ラl
ン
大
学
と
い
う
正
統
ユ
ダ
ヤ
教

高
等
教
育
の
牙
城
の
出
身
者
か
ら
出
た
こ
と
を
。

イ
ス
ラ
エ
ル
圏
内
で
も
声
高
に
は
触
れ
る
こ
と
が

タ
ブ
ー
に
等
し
い
と
い
う
こ
の
事
実
に
含
ま
れ
る
、

神
学
的
、
政
治
的
な
意
義
。
そ
し
て
暗
殺
実
行
者

の
出
自
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
圏
内
報
道
で
は
極
力
伏

せ
ら
れ
た
こ
と
の
意
味。

戦
懐
す
べ
き
こ
と
だ
が
、

あ
た
か
も
エ
ピ
ロ
ー
グ
を
占
め
る
こ
の
事
件
の
意

味
を
読
み
解く
鍵
を
前
も
っ
て
読
者
に
提
示
す
る

た
め
に
、
本
書
の
先
立
つ
す
べ
て
の
章
が綴
ら
れ

て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
と
の
印
象
す
ら

評
者
は
抱
く
。

だ
が
パ
レ
ス
テ
イ
ナ
/
イ
ス
ラ
エ
ル
を
巡
る
、

時
に
徒
労
感
を
禁
じ
得
な
い
事
態
の
停
滞
/
展
開

は
、
そ
の
後
も
休
む
こ
と
を
知
ら
な
い

。

『
パ
レ
ス

テ
イ
ナ
選
挙
後
の
イ
ス
ラ
l

ム
諸
組
織
の
動
向
調

査
』
(
社
団
法
人
イ
ス
ラ
ム
協
会
、
一
九
九
六
年
三

月
)
ほ
か
、
著
者
を
含
む
研
究
者
た
ち
は
休
む
ま

も
な
い
対
応
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
問
題
の
苛
酷

さ
が
時
に
神
経
症
的
な
危
機
を
も
呼
ぶ
環
境
に
あ
っ

・

て
、
緊
張
感
の
持
続
の
な
か
に
も
ご
自
愛
と
さ
ら

な
る
ご
健
筆
を
願
っ
て
や
ま
な
い。

(
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授

・

総
合
研
究
大
学
院
大
学
助
教
授
)

コーt寸~O，~ ト
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そ
ん
な
矢
先
、
著
者
は
旅
先
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
で
、
一
九
九
五
年
一
一
月
四
日
、
イ
ツ
ハ
ク
・

ラ
ピ
ン
首
相
暗
殺
の
報
に
接
す
る
。

当
初
は
イ
ス
ラ
i
ム
H

過
激
派
H

の
犯
行
か
と

も
懸
念
さ
れ
た
暗
殺
の
実
行
犯
は
、
実
は
イ
ガ
ー

ル
・
ア
ミ
l
ル
と
い
う
イ
エ
メ
ン
系
ユ
ダ
ヤ
教
徒

の
青
年
だ
っ
た
。
平
和
に
殉
じ
た
戦
士
の
死
を
悼

む
欧
米
諸
国
と
、
敵
方
の
首
相
兼
国
防
相
の
死
を

歓
喜
を
も
っ
て
迎
え
る
ア
ラ
ブ
側
と
の
落
差
を
演

出
す
る
C
N
N
報
道
。
そ
れ
を
し
か
と
見
極
め
た

う
え
で
、
著
者
は
あ
く
ま
で
冷
徹
に
指
摘
す
る
。

ユ
ダ
ヤ
宗
教
法
〔
ハ
ラ
ハ

l
〕
の
名
に
お
い
て
、

イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
の
首
相
を
裏
切
り
者
〔
モ
セ
ー

ル
〕
と
し
て
死
刑
執
行
す
る
よ
う
な
H

敬
度
H

な

ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
、
イ
エ
メ
ン
出
身
者
の
、

し
か
も

パ
l
ル
・
イ
ラ
l
ン
大
学
と
い
う
正
統
ユ
ダ
ヤ
教

高
等
教
育
の
牙
城
の
出
身
者
か
ら
出
た
こ
と
を
。

イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
で
も
声
高
に
は
触
れ
る
こ
と
が

タ
ブ
ー
に
等
し
い
と
い
う
こ
の
事
実
に
含
ま
れ
る
、

神
学
的
、
政
治
的
な
意
義
。
そ
し
て
暗
殺
実
行
者

の
出
自
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
圏
内
報
道
で
は
極
力
伏

せ
ら
れ
た
こ
と
の
意
味
。
戦
懐
す
べ
き
こ
と
だ
が
、

あ
た
か
も
エ
ピ
ロ
ー
グ
を
占
め
る
こ
の
事
件
の
意

味
を
読
み
解
く
鍵
を
前
も
っ
て
読
者
に
提
示
す
る

た
め
に
、
本
書
の
先
立
つ
す
べ
て
の
章
が
綴
ら
れ

て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
と
の
印
象
す
ら

評
者
は
抱
く
。

だ
が
パ
レ
ス
テ
イ
ナ
/
イ
ス
ラ
エ
ル
を
巡
る
、

時
に
徒
労
感
を
禁
じ
得
な
い
事
態
の
停
滞
/
展
開

は
、
そ
の
後
も
休
む
こ
と
を
知
ら
な
い
。
『
パ
レ
ス

テ
イ
ナ
選
挙
後
の
イ
ス
ラ
l
ム
諸
組
織
の
動
向
調

査
』
(
社
団
法
人
イ
ス
ラ
ム
協
会
、
一
九
九
六
年
三

月
)
ほ
か
、
著
者
を
含
む
研
究
者
た
ち
は
休
む
ま

も
な
い
対
応
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
問
題
の
苛
酷

さ
が
時
に
神
経
症
的
な
危
機
を
も
呼
ぶ
環
境
に
あ
っ

て
、
緊
張
感
の
持
続
の
な
か
に
も
ご
自
愛
と
さ
ら

な
る
ご
健
筆
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

(
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
・

総
合
研
究
大
学
院
大
学
助
教
授
)

コーt寸~O''1 ト
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北
陸
・
東
北
地
方
は
つ
い
に
今
年
は
梅
雨
明
け

宣
言
も
な
く
、
こ
の
ま
ま
秋
を
迎
え
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
冷
夏
だ
そ
う
で
す
が
、
蝉
の
声
が
こ

れ
で
も
か
と
ふ
り
そ
そ
ぐ
中
、
万
博
公
園
を
歩
い

て
く
る
と
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
あ
あ
、
夏
だ
な

あ
、
と
実
感
し
ま
す
。

遅
い
梅
雨
明
け
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
「
大
モ
ン

ゴ
ル
展
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
夏
休
み
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
た
く
さ
ん
の
人
々
で
連
日
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
友
人
た
ち
が
遊
び
に
来

た
機
会
を
利
用
し
て
さ
っ
そ
く
出
か
け
て
き
ま
し

た
。
折
り
よ
く
開
催
さ
れ
て
い
た
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
で
ホ
l

ミ

l

を
堪
能
し
、
五
感
を
駆
使
し
て
展

示
を
楽
し
み
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル

料
理
も
試
し
て
み
ま
し
た
。
猛
烈
に
忙
し
か
っ
た

夏
、
よ
う
や
く
一
息
入
れ
た
一
日
で
し
た
。

今
年
度
初
め
て
出
版
委
員
に
な
り
、
初
め
て
『
民

博
通
信
』
を
担
当
し
ま
し
た
。
:
:
:
な
る
ほ
ど
、
『
通

信
』
は
こ
う
し
て
で
き
て
い
く
ん
だ
、
と
納
得
す

る
こ
と
し
き
り
、
と
は
い
え
右
も
左
も
わ
か
ら
ぬ

う
ち
に
、
着
々
と
編
集
作
業
は
ルl
テ
ィ
ー

ン
に

の
っ
と
っ
て
進
行
し
て
い
く
よ
う
で
、
私
は
今
号

担
当
者
と
し
て
し
か
る
べ
く
貢
献
し
た
の
か
ど
う

か
、
実
は
は
な
は
だ
お
ぼ
つ
か
な
く
思
っ
て
い
ま

す
(
期
待
さ
れ
た
原
稿
も
取
れ
な
か
っ
た
し
:
:
:
)
。

こ
う
し
て
編
集
後
記
を
害
く
の
は
何
だ
か
パ
ツ
の

悪
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
ひ

と
つ
に
は
私
が
地
域
研
に
所
属
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
も
理
由
が
あ
っ
て
、
時
折
と
も
す
れ
ば
館

内
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
に
み
ま
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す

。

ち
ょ

う
ど
『
通
信
』
部
会
で
は
、
地
域
研
に
つ
い
て
の

情
報
も
積
極
的
に
掲
載
し
て
は
ど
う
か
、
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
今
後
『
通

信
』
誌
上
に
も
地
域
研
の
「
居
場
所
」
が
で
き
て

い
く
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
て
編
集
後
記
も
書

い
た
こ
と
だ
し
、
こ
の
厳
し
い
残
暑
か
ら
脱
出
し
、

そ
ろ
そ
ろ
秋
の
涼
し
い
風
が
吹
い
て
い
る
で
あ
ろ

う
中
央
ア
ジ
ア
へ
出
か
け
ま
す
。
今
頃
は
ハ
ミ
ウ

リ
が
格
別
お
い
し
い
で
し
ょ
う
・
・
:
:
。

(
帯
谷
知
可
)

『
民
博
通
信
」
編
集
委
員

朝
倉
敏
夫
(
編
集
長
)

上
杉
富
之
帯
谷
知
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、
こ
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ま
ま
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を
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え
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
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冷
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だ
そ
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で
す
が
、
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が
こ

れ
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も
か
と
ふ
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そ
そ
ぐ
中
、
万
博
公
園
を
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い

て
く
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と
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
あ
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、

夏
だ
な

あ
、
と
実
感
し
ま
す
。

遅
い
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明
け
と
ほ
と
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ど
同
時
に
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」
が
オ
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プ
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し
ま
し
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。
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休
み
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
た
く
さ
ん
の
人
々
で
連
日
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
友
人
た
ち
が
遊
び
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た
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を
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て
さ
っ
そ
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モ
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ゴ
ル

料
理
も
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ま
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に
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よ
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や
く

一
息
入
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た
一
日
で
し
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今
年
度
初
め
て
出
版
委
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に
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り
、
初
め
て
『
民

博
通
信
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を
担
当
し
ま
し
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。
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る
ほ
ど
、
『
通

信
』
は
こ
う
し
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で
き
て
い
く
ん
だ
、
と
納
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す
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こ
と
し
き
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、
と
は
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も
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ぬ
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に
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と
編
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よ
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で
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は
今
号

担
当
者
と
し
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の
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に
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だ
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、
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で
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